私が 精神病院へ 入院して いると き、 妙な 噂が 立った。 

私が 麻薬中毒 だとい うので ある。 警視庁から 麻薬 係と 

いうの が 三人き て、 私の 担当の 千 谷 先生 や、 係の 看護 

婦が ひどい 目にあった らしい。 二 時間に わたって チン 

プン カンプ ンの 応接に 苦しんだ という こと をき いた。 

さすがに 東大 病院 は、 患者に 会わせる ような こと はし 

ない。 会えば 誤解 は 一度に 氷解す るが、 麻薬中毒と は 

別の 意味で 患者が 怒り だし、 それによ つて、 せっかく 

の 治療が ォジ ヤンになる 怖れが あるから であろう。 

科 長の 内 村 先生 (大 投手) 担当の 千 谷 先生 (大 捕手) 

のお 許しで 後楽園へ 見物 を 許された。 後楽園の ない 日、 



マに 苦しめられ たの は、 当然 かも 知れない。 

私が 退院す る 一 週間 ほど 前の 話で ある。 

王子 君 五郎と いう 三十ぐ らいの ャミ屋 がヒョ ッ コリ 

見舞に 来たので ある。 私 は 自分勝手に ャミ屋 と アツ サ 

リ片附 けたが、 王子 君 五郎 氏 は 異論が あるか も 知れな 

ヽ o 

レ 

私が 彼と 知り あつたの は、 戦争 中の 碁会所であった。 

当時の 彼 は セン バン ェ であり、 同時に あとで 分った が、 

丁半の 賭場へ 通って いた。 然し 本職の バ クチ 打ちで は 

ない。 お金の 必要が あって、 時々 でかける らしい が、 

いつも やられる のが ォキ マリの ようで、 工場 も 休んで、 



う、 決して 女性的で はなく、 むしろ ズン ダリと 節 くれ 

た 彼氏 を 知る 私に とって、 この 出現が 奇絶怪 絶、 度胆 

をぬ かれる 性質の ものであった こと は、 同情して い 

た、 V かなければ ならない。 

君ち やん はま さしく 女装で あつたが、 女装で あると 

いう 以外に、 女らしい もの は 何もなかった。 第一、 普 

通の 男娼なら、 女の 言葉 を 用いる だろう。 君ち やん は 

そうで はない。 私への 気兼ねから ではなく、 日常そう 

である こと は、 私と いう もの を 除外して 他の 男女と 話 

を 交して いる 態度 を 見れば 察しが つくので ある。 

「エツへ ッへ。 まったく、 どうも、 恐縮です」 



ァ、 私なん かの 生きて 行かれる 御 時世 じゃァ ないじ や 

ありま せんか。 こうして 女装して り や、 誰も 暄嘩 をう 

り やしま せんし、 仲間の 仁義で 血の 雨 をく、 V る 必要 も 

ありま せんや。 その代り、 チップ を はずむ お 客 もい ま 

せんが、 この 風 態で 無難に 身 を ひそめて、 まァ、 ャミ 

屋の片 棒 を かついで いると いう わけです。 先日 はどう 

も、 麻薬で 失敗いた しました が、 あれなん かも、 私自 

身 は、 これつ ぱか しも 用いた ことが ございません。 ひ 

どく 健全なる もんでして、 女房 子供 をなん とか 養って、 

エツへ ッへ 実は、 女房 も、 私の この 女装に ついては、 

知つ ちゃい ません のです」 



い。 た、 V の 旅館な ので ある。 その あたり は、 たしかに 

待合 地帯で はなく、 旅館の あるべき ような 地帯で もな 

かった。 そのく せ 部屋 は 待合の 造りの ようで も あり、 

立派な 浴室が あった。 ほかに、 客 はいなかった。 

「ここ は 君の 内職に やって る 店と 違う のかい」 

「どう致しまして。 私なん か、 V、 何百 年 稼いだ つて、 

こんな 店が もてる ものです か。 ここ は、 マァ、 なんと 

申します か、 ここの 主人 も 先の こと は、 目下 見当が つ 

かないの でしよう。 今に 料 飲 再開になる、 その 折 は、 

という 考え も あるで しょうし、 何 か 考えて いるんで 

しょうが、 今のところ は、 た、 V の 旅館、 それ も、 パン 



パン 宿で はない のです。 だから、 客 もぁリ ませず、 三 

四、 知って る 者が 利用す る 以外 は、 閑静な もんです」 

私たちが 酒 をのんで いると ころへ、 彼が 先程 店の 片 

隅で 打ち合せ をして いた 女給が はいって きた。 不 美人 

ではない が、 美人と いう ほどの 女で もない。 た、 V 背丈 

が スラリ として、 五 尺四寸 ぐらい はあろう と 思われ、 

ム ッッリ した、 冷めた そうな 女であった。 

彼 は 女に 酒 をす、 めた。 女 は グイく 呷った が、 

却々 酔った 風がなかった。 ョッ ちゃん、 ヨシ子と いう 

女であった。 

「実は、 先生に 前もって 話して おきや ァ よかった ので 
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